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資料ページ
13:30～13:40 【開会挨拶 】

（10分）

　　　　（一財）住宅・建築SDGs推進センター 理事長
　　　　 住宅・建築SDGsフォーラム運営委員会委員長
 　　　　  　　　　　　　　　　慶應義塾大学名誉教授

  伊香賀 俊治 氏 ｐ.1

 14:10～15：10

（60分）

  パネリスト

【基調コメント】　    　ゼロカーボンビル推進会議委員長
　　　　   　（一財）住宅・建築SDGs推進センター 顧問

    村上   周三 氏 p.31

三井不動産（株）サステナビリティ部長     山本      有 氏 p.35

（株）日本設計 理事・環境技術担当      柳井      崇 氏 p.37

　　　　　　       　  　（株）竹中工務店 設計本部専門役      高井   啓明 氏 p.39

（３）住宅生産者の立場から

積水ハウス（株）総合政策部付執行役員      近田   智也 氏 p.41

（株）安成工務店 代表取締役社長      安成   信次 氏 p.43

（４）全体コメント        　 　    　東京都市大学名誉教授      坊垣   和明 氏

（５）討論    パネリスト全員

15:10～15:20
(10分） 途中休憩

16：10～16：30 【まとめ】

（20分） 清家　剛（前出）、伊香賀　俊治（前出）

16:30 閉会

                                                                       （前出）パネリスト全員

　国土交通省住宅局参事官（建築企画担当）   髙木   直人 氏 p.7

（1）不動産事業者の立場から

（２）建築設計・施工者の立場から

【第1部テーマ：それぞれの立場からの課題】

15:20～16:１0
（50分） 【第２部テーマ：課題解決のための方法と展望】

14：10～16：10
（110分）

【パネル討論】
   建築物ライフサイクルカーボン評価の制度化に向けた課題と展望

～LCA制度を展開するための課題とその解決に向けての方策～

モデレーター：清家　剛 氏（前出）

・LCA制度を支える仕組みの課題と解決のための方策
（データのあり方、ツールのあり方、各種人材の育成等）

・LCAの評価結果への理解と活用
（LCAデータに関するリテラシーの育成と普及、ラベリングなどの具体的な活
用等）

プログラム（　目　次　）

13:40～14:10
（30分）

【基調講演】

「 建築物のライフサイクルカーボンの削減に向けた制度のあり方
　                                                                （中間とりまとめ）」について

モデレーター：清家　剛 氏（東京大学大学院教授）、伊香賀 俊治氏（前出）
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開  会  挨  拶       

（一財）住宅・建築 SDGs推進センター理事長 
住宅・建築 SDGsフォーラム運営委員会委員長 

   慶應義塾大学名誉教授 

伊香賀 俊治 氏 
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                               基  調  講  演                                      
 

 
 
                     
演  題 「建築物のライフサイクルカーボンの削減に向けた制度のあり方   

（中間とりまとめ）」について 
   
ご講演者： 髙木 直人 氏 
         
      国土交通省住宅局参事官（建築企画担当） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

2

9



3

•
•

4

10



5

https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20250717.html

6

11



7

8

12



9

J-CAT

•
•
•

•
•
•

10

13



11

•

o
o

o

•

•

•

•
•

•
•

•

12

14



13

14

15



1
2 EPD CFP
3
4

AIJ-LCA 3EID AIST-IDEA

A’’ B’’ …

A’’’ B’’’ …

A B …

A’ B’ …

3 4

15

5,000
0.03% 200 / CO2 5%

2,000 5,000
0.63% 3,000 / CO2 25%

CO2

CO2
CO2 J-CAT

2,000

5,000

5%

2,000
5,000

25%

5,000

0.03% 200 /

2,000
5,000

0.63% 3000 /

60

16

16



17

• LCCO2 J-CAT

18

17



•

•

•
•

•

•
•

•

•

•
•

19

20

18



21

LCA

•
CO2

•

•

• CFP EPD

•

•

•

• CFP EPD

•
•
•

22

19



LCCO2 2027 CO2
LCCO2

LCCO2
2027 CO2

PC

OA

CO2 LCCO2

2028 CO2

LCCO2

23

24

20



73

•

•
•

•

•

•

•

•

•

8

21



22



30

23



31

32

24



33

25



35

36

26



37

LCCO2

LCCO2

38

LCCO2

27



LCCO2

CO2

39

28



住宅・建築 SDGs フォーラム 第 2８回シンポジウム 
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           パ  ネ  ル  討  論          ＊ 

 
【第 1部テーマ：それぞれの立場からの課題】   
 
モデレーター： 東京大学大学院教授 清家   剛  氏、（前出） 伊香賀 俊治 氏                         

 
                         パネリスト 

                 
 【基調コメント】        ゼロカーボンビル推進会議委員長 
             （一財）住宅・建築 SDGs推進センター 顧問    村上 周三 氏 
 
  （１）不動産事業者の立場から 
                三井不動産（株）サステナビリティ部長     山本  有 氏 
 
 （２）建築設計・施工者の立場から 

（株）日本設計 理事・環境技術担当    柳井  崇 氏 
                 （株）竹中工務店 設計本部専門役      高井 啓明 氏 
（３）住宅生産者の立場から 

積水ハウス（株）総合政策部付執行役員  近田 智也 氏 
（株）安成工務店 代表取締役社長        安成 信次 氏 

 
（４）全体コメント       東京都市大学名誉教授                 坊垣 和明 氏 
 
（５）討論          パネリスト全員           
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Shuzo Murakami, Institute for Built Environment and Carbon Neutral for SDGs
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           パ  ネ  ル  討  論          ＊ 

 
【第２部テーマ：課題解決のための方法と展望】 
～LCA制度を展開するための課題とその解決に向けての方策～ 
 
モデレーター：  （前出） 清家  剛 氏  

 
・LCA制度を支える仕組みの課題と解決のための方策 
（データのあり方、ツールのあり方、各種人材の育成等） 

 
・LCAの評価結果への理解と活用 
（LCAデータに関するリテラシーの育成と普及、ラベリングなどの具体的な活用等） 

 
 
（前出） パネリスト全員 
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               ま と め              ＊ 

 
（前出） 清家   剛  氏、（前出） 伊香賀 俊治 氏                         
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